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低電圧交流による婁定電弧の発生漬
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麓麟海よっ桜輝旧離稗部るこ融轍購碗搬あ
亙炭素電極の二野ヒな一箸之等を接触悉せ免穣に引き奮窪せば裏平骨弧ζ

なる毬、金属電趣の瀞合にば塘織鋲駿1流を3烹す即下の外は門下を謎生せぬ。

金属電測敵懸滋生ぜしめる方法捻高冷　四三薩瓢熔接騒に）芯齪れて

居る獄，高融藪姦動を麹幽門生せしめ，こ救よる電極繭蝿
放鷺：でイオンを遭三り三二雲高の誕毒籔を破｛），イ：象三二丑三；交流瀬動嚢瓜1を整・生Fせこめる

憾のである。この禽煽鼓’酵堵図三献圭ヒ潜門：護雑：であり，．亘．っ多くの資鞍を要

孫。弘のよらに電弧電極尚にイオン㍉ �O思弧を誘発威め効醐麺．
であれ三三蝿鋳戦労渕論下ると考へ宏喋験を行った。
　莞ず1めボルト瑛瀧電漂三三暴を経て麗弧電趣捧を簸続！．其の嵐’隙を

釣！叛叛ヒ保ってお・き携一霊二源1に縫続し慨ネオン．i・ラ：ンズ（篤1くV．）の二潔｛塗1

端筈をこの尚蜜に姦禽の力向壱泌互に近げ水ば∵之等端子向に1電激を生じ

蟹：：鍾捧樹の鍵晦をイオン嘱する．無ご費ぶち此の鯵含には面影圧羅灘によ

る電弧は発生ぜぬ。この鰭瓢塞三子の一方を縫：癒：舞珍・らi潅げれば他の端｛ヂ

と敷錘藩との海に火花＝抜麗を生ひ戸爵庸に電縫熊翰鍵定電灘発生する．

このご次端1＄菱鷺翻辣港って移動ぜぴ・ても電灘浦蹴との陶ヒ火乾淑電
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を生ずる弦鷺に在寒ば常に蕪翼巌鶴を凝1生する．偽の湯含の隊路繕轍｝謂遡

に示しであ簿．！勲く二於てA，Bは電極捧，狂は喪流旗・ボルト電源，　Rほ

　　「一『卜＼　“嚇蓼勢㍍三二ゑ
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E　　陶朦麺商周波・籔・動に

　　　．よる、火乾菰電毯麹吟，

E三二、源によるf＄」）　｝ptss一を発生．ず

るものと，考えられる。この

とき一，二次」下線汲ポニ下線の遊離：1三子と大回とは蓄門番の作期をな

す肋と考へら締・そこで遊離町回1。誠ば2・。戸王翠度の離蓄
電碁Cを経て一宏端子ヒ褻続（鴎の莫線）すると高山肥窃豆ゑ裟電流の壇

加するこ廉お凱てAB闘藤を3徽麗霞とeても凄定墜弧醗生せ

む鵡こ拠蘇る。この振動罪質薮ば大雪8凹，¢であ亙舳二次
端子を甦弧跡隙のA側にお・〈揚含とB側三物く場奄或ぱ響応春の叢茎の

蟻翫よつて購峡曝濃なる撚の麟麟酢二二越、
何回その釘二二欧よる撫動融嬉Aお伺藤紬渚であれば麗弧を
薬生ずる何れの三三¢於て昏9％2託Cl訂の導線に触れ勧れば二三
愛二三撃を愛けることは象いので，装置の他の灘献婁駿牝接融し℃も

無脱撃である、畷こてeの方法な高、属濃：羨動を直：彦三極捧樹に発生ぜ｛．め

る滅とな●つ裾る崩三蓋菰筒畢であ！＞，光弓鋸甦弧の発電水

搬燈旗鼠。・麗三徳る交流羅畝蝉接に於瞳婁完覚弧の整七二に応隠
びじエ：薫よ・嘆二三で回る．．　tt　’癬

　高周波搬勧の電歪を躍加せ乙ゆ，電弧跳婁疑と竃る時の電糎捧尚の二二を

増加威踊耀翠る鮒憾畔繭蹄罐の介錯或幽路と鵡の共
振の！費：臨蓉泌ついての数量的の．研究ぼ次図に報壱βる予真で麺．


